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過
日
、
役
員
選
考
委
員
会
、
常

任
幹
事
会
に
お
い
て
、
会
長
に
推

挙
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
常
任

幹
事
の
一
員
と
し
て
同
窓
会
活
動

に
参
加
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ

の
度
い
き
な
り
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
同
窓
会
の
活
動
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
事
業
に

関
し
て
は
、
教
育
支
援
や
就
職
活

動
支
援
な
ど
が
新
た
に
加
わ
り
、

活
動
分
野
が
一
段
と
広
が
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
会
長
と
し
て
の

役
割
、
任
務
を
考
え
ま
す
と
、
改

め
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
「
会
員
の
友

誼
を
深
め
、
母
校
の
発
展
に
寄
与

す
る
」
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、

全
力
で
務
め
を
果
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

退
任
さ
れ
た
田
中
会
長
、
桐
生

副
会
長
、
竹
若
副
会
長
は
長
年
の

懸
案
事
項
を
す
べ
て
解
決
さ
れ
、

ま
た
新
し
い
事
業
活
動
へ
の
道
筋

を
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
立
派
な
足

跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ

た
る
ご
尽
力
に
対
し
深
甚
な
る
敬

意
を
表
す
る
と
共
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

筑
紫
丘
高
校
は
今
年
で
創
立　
８５

周
年
を
迎
え
、
卒
業
生
は
三
万
四

千
九
百
四
人
を
数
え
ま
す
。
前
会

長
か
ら
次
な
る
課
題
と
し
て
引
き

継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
の
は
、
次
の

節
目
と
な
る
母
校
創
立　

周
年
の

９０

記
念
事
業
へ
の
取
り
組
み
で
あ
り

ま
す
。
大
き
な
課
題
で
且
つ
長
期

に
わ
た
る
取
り
組
み
に
な
る
と
思

門司　稔会長
（高13）

平成２０年度平成２１年度平成２２年度平成２３年度平成２４年度学校名

１１７（８２）１１３（８２）１２０（８８）１１３（８９）１１７（８０）九州大学

国
立
大
学

１２（１１）１８（７）１５（１４）１５（５）２２（１４）佐賀大学
７（６）１７（１６）２０（９）１４（９）１７（９）熊本大学
１１（８）１８（１２）８（５）８（３）１３（８）九州工業大学
９（５）１０（４）８（６）１１（８）１０（７）長崎大学
３（２）６（４）４（３）５（２）９（３）神戸大学
６（１）５（２）５（２）７（３）９（２）鹿児島大学
４（２）１５（１０）７（３）１３（５）８（５）東京大学
５（４）５（４）６（４）５（２）８（５）大阪大学
６（４）１０（３）６（３）１０（５）７（４）広島大学
１２（１０）１５（１２）１１（９）２（２）７（３）福岡教育大学
６（３）９（７）３（０）４（２）４（１）筑波大学
２（１）４（２）３（０）１０（６）３（２）一橋大学
１３（６）７（２）１４（８）８（３）３（２）京都大学
５（２）６（５）４（２）３（０）３（１）山口大学
６（２）２（２）４（２）５（２）３（１）横浜国立大学
４（２）５（４）３（２）０（０）３（１）宮崎大学
０（０）０（０）４（４）４（０）２（１）東京外国語大学
４（３）３（１）２（２）１（１）１（０）北海道大学
２（１）２（２）１（０）３（０）０（０）東京工業大学
１２（１２）９（８）６（６）１１（１０）７（７）福岡女子大学公

立 ５（４）４（３）２（０）３（３）２（１）北九州市立大学
２６４（１８１）３０６（２０３）２７５（１７９）２７５（１７０）２８８（１７４）国公立大学合計
５９（３５）７０（３４）６３（３８）４７（３０）１１４（６７）福岡大学

私
立
大
学

９６（７９）１４７（９８）１２６（１０１）８７（６５）１１１（６６）西南学院大学
５８（１５）５１（１４）５４（２５）４７（２１）６１（２０）立命館大学
１０（３）２４（９）２０（９）３３（１３）３５（７）明治大学
２７（６）４４（１４）４１（２０）２９（４）３２（７）同志社大学
２８（１１）５３（２４）２７（１４）４８（８）３０（８）早稲田大学
１５（２）２４（６）３２（９）２６（２）２５（４）東京理科大学
２０（６）１８（５）１６（２）２０（８）２１（７）中央大学
３（１）１４（２）１３（７）１１（４）２０（１０）関西学院大学
１０（１）１６（６）１２（４）１３（４）１０（２）慶應義塾大学
５（１）１０（５）１１（８）８（３）１２（３）関西大学
４（３）７（６）１０（３）１９（３）９（１）法政大学
１１（７）８（２）８（６）１６（４）２（０）立教大学
０（０）４（３）１２（５）３（０）０（０）東京農業大学
４０７（２０９）５６２（２５８）５２４（２９２）４８０（２１２）５６４（２３８）私立大学合計

２４（１６）１３（１３）１６（１４）１２（３）６（５）大学校・短大
学・専門学校等

大学等合格者数
（　）内は現役　H24.4.9現在

　

な
お
、
本
会
の
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
支
部
、

各
回
か
ら
諸
会
合
へ
の
ご
案
内
が

あ
れ
ば
出
来
る
限
り
役
員
が
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
支
部
、
各
回

と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ま
す
の
で
、
早
々
に
準
備
体
制

を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

新
役
員
体
制
で
は
、
半
数
近
く

が
新
任
で
あ
り
ま
す
の
で
、
活
動

の
継
続
性
を
保
ち
つ
つ
、
新
た
な

視
点
、
感
覚
で
、
組
織
の
運
営
に

当
た
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
役
員
２
人
増
え
る

　

大
学
入
試
結
果
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。
平
成　

年
以
前
の

２３

卒
業
生
、
ま
た
平
成　

年
３
月
卒

２４

業
生
が
、
そ
の
持
て
る
力
を
十
分

発
揮
し
て
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月　

日
の
東
日
本
大
震

１１

災
な
ど
、
生
徒
の
進
路
選
択
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
が
、
生
徒
は
「
自
分
に

と
っ
て
の
最
難
関
」
の
進
路
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
気
持
ち

を
持
ち
続
け
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学

に
お
い
て
、
県
内
上
位
に
位
置
す

る
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
志
願
者
の
大
幅
増
で
こ
れ
ま

で
に
な
い
難
関
と
な
っ
た
国
立
大

学
医
学
部
医
学
科
入
試
で
も
、
九

州
大
学
医
学
部
３
人
合
格
な
ど
、

平
成　

年
３
月
卒
業
生
９
人
、
平

２４

成　

年
以
前
の
卒
業
生　

人
の
合

２３

１０

格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
好
成
績
を
記
録
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
物

心
両
面
で
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
同
窓
会
員
・
P
T
A
の
皆
様
、

生
徒
の
学
習
環
境
の
整
備
に
最
大

限
の
心
配
り
を
し
て
い
た
だ
い
た

事
務
室
職
員
の
方
々
、
生
徒
を
見

守
り
生
徒
一
人
一
人
の
合
格
を
心

か
ら
喜
ん
で
お
ら
れ
た
日
直
職
員

の
方
々
、
売
店
や
食
堂
の
職
員
の

方
々
、「
生
徒
の
志
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
温
か
な
言
葉
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
校
長
先
生
・

教
頭
先
生
、
そ
し
て
何
よ
り
努
力

の
尊
さ
を
信
じ
、
最
後
ま
で
全
力

で
取
り
組
ん
だ
筑
紫
丘
の
生
徒
達

全
員
の
成
果
で
あ
る
と
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
筑
紫
丘
高
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
）

同窓会HP
「QRコード」

項
を
解
決
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月　

日
開
催
の
常
任
幹
事
会

１６

で
、
役
員
改
選
に
伴
う
選
考
の
経

過
と
選
考
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ
、

田
中
義
明
会
長
が
勇
退
さ
れ
て
、

門
司
稔
氏
（
高　

）
が
第　

代
会

13

１４

長
に
就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

  
門
司
会
長
は
、
高　

回
の
常
任

１３

幹
事
と
し
て
同
窓
会
に
係
わ
っ
て

こ
ら
れ
、
同
窓
会
の
堅
実
な
運
営

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

田
中
前
会
長
は
海
北
元
会
長
の

後
を
受
け
、
会
の
活
性
化
、
記
念

館
の
建
設
、
財
団
法
人
筑
高
協
会

の
解
散
と
、
こ
れ
ま
で
の
懸
案
事

　

代
会
長
に
門
司
稔
氏

１４

　

５
年
前
、

　

周
年
の
同

８０窓
会
の
お
手

伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

愛
校
心
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
筑
豊
支
部
の
事
務
局
と

し
て
何
度
も
同
窓
会
本
部
に
足
を

愛
校
心
が
芽
生
え

理
事　

松
浦
ひ
と
み（
高　

）
３０

　

こ
の
度
、

新
た
に
監
査

と
し
て
同
窓

会
の
運
営
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
以
前
は
正
直
な
と
こ

ろ
、
同
窓
会
活
動
に
は
積
極
的
で

は
な
く
、
た
だ
筑
高
の
卒
業
生
と

い
う
認
識
で
い
ま
し
た
。
そ
の
意

識
が
変
わ
っ
た
の
は
私
た
ち
の
回

が
定
期
総
会
を
企
画
・
実
行
し
た

四
年
前
か
ら
で
す
。

　

多
く
の
諸
先
輩
方
、
同
級
生
、

後
輩
の
皆
さ
ま
と
出
会
い
、
交
流

す
る
に
つ
れ
、
同
窓
会
へ
の
思
い

入
れ
が
深
く
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る
「
筑
高
生
と
し
て
の
誇
り
」
を

つ
な
い
で
ゆ
く
こ
と
が
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
誇
り
」を
つ
な
い
で

監
査　

渡
辺　

朗（
高　

）
３１

こ
れ
か
ら
を
創
造
し
て

副
会
長　

伊
藤
徹
雄（
高　

）
２５

　

筑
紫
丘
高

校
同
窓
会
は

こ
の
数
年
間

で
就
職
支
援

活
動
、
教
育
支
援
基
金
制
度
創
設
、

ア
ン
ダ
ー
の
会
開
催
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
公
式
F
a
c

e
b
o
o
k
の
開
設
な
ど
年
々
変

化
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
校
歌
の
ご
と
く
同
窓
会
の

歴
史
を
守
護
し
、
新
た
な
活
動
を

　

こ
の
度
、

理
事
を
拝
命

い
た
し
ま
し

た
。
思
い
が

け
な
い
名
誉
に
喜
び
い
っ
ぱ
い
で

す
。
勤
務
先
の
春
日
市
役
所
同
窓

生
か
ら
も
激
励
さ
れ
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

筑
紫
丘
高
校
で
過
ご
し
た
３
年

間
は
私
に
と
っ
て
人
生
を
考
え
る

貴
重
な
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。
母

校
が
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
よ
う
と

し
て
い
る
今
、
女
子
O
B
な
ら
で

は
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 更

な
る
飛
躍
に

理
事　

白
水
心
子（
高　

）
２４

平成２４年度同窓会役員
担当業務卒業回数氏　名役職名

総括高１３門司　　稔会　　長
筆頭副会長高１５稲員大三郎副 会 長
会務・定時制定１８渡邉　達哉〃
会務・財政・支部高２５伊藤　徹雄〃

広報高１７松崎　芳之理　　事
広報高２０森田憲一郎〃

総務・渉外高２３井本　宗司〃
女性組織高２４白水　心子〃
組織高３０寺田光一郎〃
女性組織高３０松浦ひとみ〃

組織・会報・就活支援高４９前川　健太〃
監査高２９大坪　一彦監　　査
監査高３１渡辺　　朗〃

事務局業務定１５加藤　久嘉事務局長
事務局業務高２４内田　洋子事務局員

高９田中　義明顧　　問

難
関
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

大
学
入
試
結
果
報
告

　

今
回
の
役
員
改
選
で
は
女
性
担

当
理
事
２
人
が
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
役
員
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。

　

こ
の
度
、

副
会
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま

し
た
。
常
任

幹
事
と
し
て
同
窓
会
活
動
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
副
会
長
と
し
て
の
立
場
、
役
割

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
門
司

会
長
を
補
佐
し
、「
絆
」
を
原
点
に
、

微
力
な
が
ら
同
窓
会
及
び
母
校
の

発
展
の
た
め
努
力
す
る
つ
も
り
で

す
。
決
意
を
表
明
す
る
こ
と
で
就

任
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

「
絆
」を
原
点
に

副
会
長　

渡
邊
達
哉（
定　

）
１８

開
拓
し
、
こ
れ
か
ら
を
創
造
し
て

い
く
心
積
も
り
で
、
任
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

運
び
、
何
と
か　

年
ぶ
り
の
支
部

１６

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
努
力
を
認
め
て
い
た
だ

い
て
の
ご
指
名
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
同
窓
会
女
子
部
設
立

（
女
性
部
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
女
子
部
）
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長　
 
門  
司 　

も
ん 
じ

 
稔 （
高　

）

み
の
る

１３

目
的
達
成
の
た
め
全
力

目
的
達
成
の
た
め
全
力
でで

新
任
の
ご
挨
拶



（２）第 51 号 筑 紫 丘 高 校 同 窓 会 会 報 平成24（２０12）年６月１日（金）

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
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第
三
回
桧
原
桜
賞
（
短
歌
）
の

中
高
校
生
の
部
で
、
今
回
も
本
校

生
徒
が
入
賞
「
福
岡
市
長
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

第
三
回

 「
桧
原
桜
賞
」今
年
も
入
賞

　

私
た
ち
剣
道
部
は
、
２
月　

、
１８

　

日
の
両
日
、
鹿
児
島
で
行
わ
れ

１９た
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

九
州
大
会
を
終
え
て

剣
道
部
主
将 
三
年　

入
部　

綾
汰

退
任
の
好
機
を
迎
え 

前
会
長　

田
中
義
明（
高
９
）

　

創
立　

周
年
記
念
事
業
を
海
北

８０

前
会
長
の
下
で
取
り
組
み
、
先
輩

が
病
に
倒
れ
て
後
は
会
長
と
し
て

常
に
そ
の
意
思
を
戴
し
て
、
残
余

の
事
業
の
完
遂
の
た
め
尽
力
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
の
う
ち
残
る
課
題
も

一
昨
年
ま
で
で
、
殆
ど
の
も
の
が

解
決
ま
た
は
完
成
し
ま
し
た
。
唯

一
残
っ
て
い
た
の
が
記
念
館
の
建

設
で
す
。
こ
れ
も
会
員
諸
氏
の
協

力
で
昨
年
完
成
を
み
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
が
退
任
の
好
機

と
判
断
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
会

員
諸
氏
の
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

更
な
る
発
展
を
期
待
し
て 

前
副
会
長　

桐
生
元
治（
定　

）
１０

　

平
成　

年
２
月　

日
の　

回
卒

２４

２９

６４

業
生
の
同
窓
会
入
会
式
、
翌
３
月

１
日
の
卒
業
式
に
出
席
す
る
こ
と

で
私
の
最
後
の
仕
事
が
終
わ
り
ま

し
た
。
常
任
幹
事
を　

年
、
副
会

１２

長
を
４
年
（
２
期
）
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
間
、
ご
指
導
と

ご
配
慮
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
任
の
会
長
、
副
会
長
さ
ん
ら

も
経
験
、
見
識
と
も
に
立
派
で
あ

り
ま
す
。
母
校
と
同
窓
会
の
更
な

る
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

不
動
の
伝
統
を
目
指
し
て 

前
副
会
長　

竹
若
幸
二（
高　

）
１０

　

辞
任
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
。
２
期
４
年
間
、

副
会
長
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
学
校
創

立　

周
年
記
念
事
業
、
ま
た
、
永

８０

年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た

「
記
念
館
」
の
建
設
等
の
成
就
は

同
窓
会
各
位
、
常
任
幹
事
会
の
皆

人 
事 
異 
動

　

本
年
度
の
管
理
職
異
動
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
通
算　

年
の
長

２９

き
に
わ
た
り
お
勤
め
い
た
だ
い
た

実
習
助
手
・
中
村
操
先
生
と
、　
２２

年
間
主
任
技
能
員
と
し
て
印
刷
等

に
尽
力
い
た
だ
い
た
脇
山
ハ
ル
ミ

さ
ん
が
退
職
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
職
員
で
は
、
理
科
実
習
助

手
（
常
勤
）
だ
っ
た
平
原
早
寿
子

先
生
（
高　

）
が
本
校
公
民
科
の

５８

常
勤
講
師
と
な
り
、
保
健
体
育
の

永
留
祐
一
先
生
（
高　

）
は
那
珂

５８

川
中
学
校
の
常
勤
講
師
と
な
ら
れ
、

新
た
に
理
科
実
習
助
手
と
し
て
、

清
原
聖
麗
先
生
（
高　

）
を
お
迎

５７

え
し
ま
し
た
。

【
転
出
】

▽
参
事
補
佐
兼
事
務
次
長

　

坂
本　

宗
俊

　

古
賀
特
別
支
援
学
校
事
務
長

▽
主
幹
教
諭

　

花
田　

一
穂
（
保
健
体
育
）

　

太
宰
府
高
校
教
頭

　

髙
松　

大
輔
（
英
語
）

　

高
校
教
育
課
指
導
主
事

▽
教
諭

　

溝
口
眞
佐
博
（
国
語
）

　

香
住
丘
高
校

　

中
西　

敬
昭
（
保
健
体
育
）

城
南
高
校

　

藤
山　

卓
也
（
保
健
体
育
）

明
善
高
校

　

山
崎　

壱
子
（
家
庭
）筑

紫
高
校

▽
主
任
実
習
助
手

　

太
田
由
加
里
（
化
学
）城

南
高
校

【
新
・
転
入
】

▽
事
務
次
長

　

日
下　

照
雄（
筑
紫
中
央
高
校
）

▽
教
諭

　

藤
野　

真
実
（
国
語
・
嘉
穂
高

校
）

　

竹
田　

博
美
（
保
健
体
育
・
春

日
高
校
）

　

丸
山　

智
史
（
保
健
体
育
・
太

宰
府
高
校
）

　

稲
田　

恵
子
（
家
庭
・
福
岡
講

倫
館
高
校
）

　

高
原　

智
史
（
数
学
・
新
規
採

用
）

　

濱
野　

洋
志
（
理
科
・
新
規
採

用
）

　

古
城
麻
里
絵
（
英
語
・
新
規
採

用
）

　

蟻
川
佳
史
（
英
語
・
佐
賀
県
立

致
遠
館
高
校
）

▽
主
任
実
習
助
手

　

中
川
ゆ
か
り
（
筑
紫
中
央
高

校
）

　

小
堀
美
保
代
（
糸
島
高
校
）

▽
市
吉
康
政
（
高　

）
▽
高
８
回

１１

一
同（
記
念
館
落
成
式
祝
儀
）▽
鈴

木
正
伸（
高
４・記
念
館
落
成
式
祝

儀
）
▽
井
上
舒
之
（
高　

回
・
記

12

念
館
落
成
式
祝
儀
）
▽
同
窓
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
▽
高　

回
一
同
▽
定

２４

期
総
会
▽
石
橋
正
之
（
中　

）
▽

１０

桐
生
元
治
（
定　

）
▽
高　

回
一

１０

22

同
▽
中　

回
一
同
▽
松
崎
芳
之

１１

（
高　

）
▽
早
田
陽
三
郎
（
中　

）

17

17

▽
井
本
宗
司
（
高　

）
▽
保
坂
晃

23

孝
（
高　

）
▽
松
下
則
通
（
高　

）

13

18

▽
石
橋
一
浩
（
高　

）
▽
三
島
壽

30

永
美
（
中
5
）
▽
余
公
裕
次
（
高

　

）
▽
芳
司
俊
郎
（
高　

）
▽
山

31

33

内
律
子
（
高　

）
▽
幸
田
照
子

33

（
高　

）
▽
榎
本
秀
伸
（
高　

）

１９

17

▽
山
田
伸
一
（
高　

）
▽
光
原
俊

17

彦
（
高　

）
▽
寺
田
光
一
郎
（
高

16

　

）
▽
定
時
制
部
一
同
▽
仁
上
志

30保
子
（
高　

）
▽
三
原
圭
子
（
高

17

　

）
▽
篠
原
一
恵
（
高　

）
▽
奥

17

17

野
聡
一
郎
（
高
３
）
▽
一
九
会

（
高
２
）
▽
女
賀
信
子
（
高　

）
15

▽
吉
浦　

千
（
中　

）
▽
梶
山
昭

10

次
郎
（
中　

）
▽
深
町
東
馬
（
中

15

　

）
▽
井
本
鴻
作
（
中　

）
▽
野

15

15

村
博
昭
（
中　

）
▽
武
内　

斉

15

（
中　

）
▽
藤　

潤
一
郎
（
中　

）

15

15

▽
廣
田
昭
三
（
中　

）
▽
渡
邉
禮

15

二
（
中　

）
▽
吉
田
寿
樹
（
中　

）

15

10

▽
行
友
雅
浩
（
高
7
）
▽
神
代
留

夫
（
中　

）
▽
良
永　

裕
（
中　

）

10

15

▽
藤　

英
俊
（
中　

）
▽
森
永
武

15

彦
（
高
7
）
▽
本
田　

整
（
高
7
）

▽
髙
原
信
一
（
中　

）
▽
久
保
徳

17

松
（
中　

）
▽
末
広
泰
彦
（
中　

）

16

15

▽
岡
部　

隆
（
高　

）
▽
武
末
義

12

久
（
中　

）
▽
水
城
和
利
（
中　

）

17

17

▽
小
松
武
邦
（
高
8
）
▽
小
林
研

次
（
高　

）
▽
三
宅
道
子
（
高　

）

15

15

▽
道
祖
会
（
中　
・高
1
）一
同
▽

18

高
柳
正
信
（
高
2
）
▽
江
濱
義
博

（
高　

）
▽
嶋
田
雄
吉
（
高
8
）

33

▽
白
水
弘
人
（
高
7
）
▽
舩
津
卓

二
（
高
7
）
▽
柴
田　

順
（
高
8
）

▽
江
頭
年
男
（
中　

）
▽
田
中
種

15

彦
（
高　

）
▽
長
田　

健
（
中　

）

33

18

教
育
支
援
基
金
拠
出
の
方
々

  近年、母校の進学実績は目覚ましいものがありますが、その一方で家庭経済環境の
急変で進学費用の確保が困難な家庭が増えています。
    このため、学校・PTA・同窓会の三者で教育援助実行委員会を設置して、その支
援を行うこととなりましたが、継続的に安定した基金を確保する必要があります。
前途有為な後輩を支援するために、平成24年１月１４日の常任幹事会で同窓会として
全面的に応援することになりました。
　会員の皆さまのご協力をよろしくお願いします。

記

１　目　的　　　進学費用等の確保が困難な生徒に対する教育支援のための基金
２　募金額　　　1,000円以上 （何回でも可） 
３　募金の開始　平成24年１月１４日から
４　納入方法　　郵便振替口座記号番号   01710－0－137934    
　　　　　　　　 口座名義　　筑紫丘高等学校教育支援基金
（※本募金につきましては、寄付金控除は認められていませんのでご留意くださ
い。）
５　ご不明の点は同窓会事務局にお問い合わせください。 
　　　　　電　話　092-561-0662      FAX　092-561-0663
　　　　　メール　oka-dousoukai@hiz.bbiq.jp

教育支援基金への協賛について（お願い）
同窓会長　門 司　稔

　

二
年
生
の
日
野
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ナ
礼
子
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
同
部
の
秀
作　

作
品
中
の

１９

７
作
品
と
、
同
部
の
入
選　

作
品

９２

中　

作
品
が
本
校
生
徒
と
い
う
快

３６
挙
で
あ
っ
た
こ
と
も
報
告
し
て
お

き
ま
す
。

　

受
賞
し
た
日
野
さ
ん
の
コ
メ
ン

ト
は
次
の
と
お
り
。

　

們
そ
っ
と
頬
を
な
で
る
よ
う
に

し
て
、
桜
が
私
を
異
世
界
へ
と
導

い
た
。
桃
色
な
の
に
紫
が
か
っ
た

よ
う
な
妖
艶
さ
に
、
は
っ
と
心
を

本
校
生
徒　
７
点
も
秀
作

　

結
果
は
予
選
リ
ー
グ
で
敗
れ
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
上
が
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
普

段
あ
ま
り
剣
を
交
え

る
機
会
が
な
い
全
国

レ
ベ
ル
の
高
校
と
試

合
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
生
か

し
て
、
さ
ら
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
九
州
大
会
を
応

援
し
て
く
れ
た
全
て

の
方
々
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
間
も
な
く

　

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
同
窓
会

９０

一
丸
と
な
っ
て
不
動
の
伝
統
を
築

き
た
い
も
の
で
す
。
熱
い
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奪
わ
れ
た
們
。

　

無
意
識
の
う
ち
に
私
は
手
を
伸

ば
し
て
そ
っ
と
ひ
と
ひ
ら
を
捕
ま

え
、
優
し
く
花
び
ら
を
包
む
よ
う

に
し
て
、
私
は
現
実
世
界
へ
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

　

桜
は
平
安
時
代
か
ら
人
々
に
親

し
ま
れ
た
花
。
私
は
歴
史
を
感
じ

ず
に
は
お
ら
れ
ず
、
家
に
帰
っ
て

新
品
の
古
語
辞
典
に
挟
み
込
み
ま

し
た
。
秘
密
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

を
持
っ
た
よ
う
で
、
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。

九
州
大
会
に
出
場
し
た
剣
道
部
員

つ
か
ま
え

つ
か
ま
え
たた

春
の
し
っ
ぽ
が
逃
げ
ぬ
よ

　
　
　

春
の
し
っ
ぽ
が
逃
げ
ぬ
よ
うう

そ
っ
と
開
い
た

辞
書
に
し
ま
っ

　
　

そ
っ
と
開
い
た　

辞
書
に
し
ま
っ
たた

二
年

日
野
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
子

二
年　

日
野
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
子　

（
平
成　

年　

月
6
日
～
平
成　

年
３
月　

日・掲
載
は
受
付
順
）

23

１０

24

31
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欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝

欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝

　

あ
る
日
、
気
が
付
け
ば
同
窓
会

の
幹
事
学
年
に
な
っ
て
い
た
。
そ

う
、
あ
れ
か
ら
三
十
年
。

　

爽
や
か
な
風
と
共
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
駆
け
抜
け
て
い
た
紅
顔
の
美

少
年
達
は
、
頭
頂
に
や
や
寂
寞
感

を
漂
わ
せ
た
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
に
、

花
も
恥
じ
ら
う
乙
女
達
は
、
何
が

あ
っ
て
も
動
じ
そ
う
も
な
い
ア
ラ

フ
ィ
フ
の
マ
ダ
ム
へ
。

　

若
干
の
？
見
た
目
の
変
貌
を
遂

げ
つ
つ
も
、
同
級
生
皆
で
集
ま
れ

ば
、
気
分
は
一
気
に
高
校
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

　

あ
の
丘
で
青
春
を
燃
や
し
た
体

育
祭
さ
な
が
ら
に
、
熱
く
語
り
合

い
力
を
合
わ
せ
、
笑
い
あ
り
涙
あ

り
で
総
会
準
備
に
奮
闘
。

　

こ
の
丘
の
絆
は
こ
の
先
も
ず
っ

と
私
の
宝
物
。
さ
あ
今
こ
そ
「
集

丘
語
明
！
」

同
窓
会
は
そ
ん
な
金
を
払
え
る

の
か
ね
」

　
「
う
む
…
…
、
早
速
次
回
の

理
事
会
で
検
討
し
て
み
よ
う
」

　

男
は
苦
い
顔
を
し
た
。
ど
う

や
ら
気
前
の
い
い
支
払
い
は
期

待
で
き
そ
う
も
な
い
。

　
「
で
き
れ
ば
値
切
り
交
渉
は

抜
き
で
頼
む
。
そ
れ
か
ら
、
弁

護
士
へ
の
依
頼
を
検
討
す
る
前

に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と

が
あ
る
」。
私
は
男
が
不
審
げ

な
顔
を
す
る
の
を
待
っ

て
続
け
た
。「『
法
坂
一

広
』
な
ん
て
、
ず
い
ぶ
ん

人
を
食
っ
た
名
前
だ
が
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
だ
と
い
う

可
能
性
は
な
い
の
か
ね
」

　

男
は
顔
を
真
っ
赤
に

し
た
だ
け
で
、
何
も
答
え

な
か
っ
た
。
一
秒
た
り

と
も
私
の
顔
を
見
て
い

た
く
な
い
と
い
う
様
子

だ
っ
た
。
上
着
の
内
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
長
財
布
を

取
り
出
し
て
一
番
し
わ

の
寄
っ
た
紙
幣
を
一
枚

私
の
前
に
置
き
、
早
速
応

接
室
を
出
て
行
っ
た
。

　

私
は
そ
れ
を
丁
寧
に

財
布
に
し
ま
い
、
丘
を
下

り
た
。
領
収
証
は
必
要

な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　

法
律
相
談
の
依
頼
で
私
が
呼

び
出
さ
れ
た
の
は
、
小
高
い
と

い
う
ほ
ど
高
く
も
な
い
丘
の
上

に
あ
る
県
立
高
校
の
同
窓
会
会

館
だ
っ
た
。
校
舎
は
私
よ
り
年

を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
が
、
会
館
は
真
新
し
い
。
応

接
室
に
通
さ
れ
る
と
、
お
茶
を

飲
む
暇
も
与
え
ら
れ
ず
、
担
当

理
事
と
名
乗
る
、
恰
幅
が
良
く

年
齢
不
詳
の
男
が
話
し
始
め
た
。

　
「
実
は
当
校
の
卒
業
生
を
騙

る
輩
に
困
っ
て
お
る
。

『
弁
護
士
探
偵
物
語　

天
使
の
分
け
前
』
と
い
う

小
説
を
書
い
た
『
法
坂
一

広
』
と
い
う
奴
だ
。
現
役

弁
護
士
で
『
第　

回
こ
の

１０

ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご

い
！
大
賞
』
と
や
ら
を
受

賞
し
た
新
人
作
家
ら
し

い
が
、
同
窓
会
の
名
簿
に

は
そ
ん
な
名
前
は
な
い
」

　

私
は
携
帯
電
話
を
取

り
出
し
弁
護
士
会
サ
イ

ト
で
会
員
検
索
を
し
て

み
た
が
、
弁
護
士
に
も
該

当
な
し
だ
っ
た
。
男
は

続
け
た
。

　
「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は

昭
和　

年
生
ま
れ
と
称

４８

し
て
い
る
か
ら
当
校
で

は　

回
生
に
あ
た
る
。
社
会
科

４４
の
勉
強
か
ら
法
律
に
興
味
を

持
っ
て
弁
護
士
に
な
り
、
刑
事

事
件
の
弁
護
を
し
て
い
る
中
で

憤
り
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
小

説
に
し
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、

裁
判
所
や
検
察
を
ひ
ど
く
叩
い

て
お
る
。
そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ

し
も
、
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、
創
作
活
動
の
原
点
は
当
校

在
学
中
に
予
餞
会
の
劇
の
脚
本

を
書
い
た
こ
と
だ
と
も
言
っ
て

お
る
よ
う
だ
。
こ
れ
で
は
当
校
が

反
権
力
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る

と
誤
解
さ
れ
か
ね
ん
。
在
校
生
に

も
悪
影
響
が
あ
る
。
も
し
か
す
る

と
、
ラ
イ
バ
ル
校
の
陰
謀
や
も
し

れ
ん
。
な
ら
ば
、
何
と
し
て
も
止

め
さ
せ
ね
ば
な
ら
ん
」

　

男
は
一
気
に
喋
っ
て
、
お
も
む

ろ
に
息
を
吸
い
込
ん
だ
。
い
っ
た

い
何
を
担
当
し
て
い
る
理
事
な
の

か
は
分
か
ら
な
い
。
大
方
、
風
紀

か
公
安
だ
ろ
う
。
同
窓
会
に
そ
ん

な
も
の
が
あ
れ
ば
だ
が
。

　
「
依
頼
の
趣
旨
は
よ
く
分
か
っ

た
。
法
的
手
続
と
し
て
は
、
高
校

の
名
称
使
用
の
差
止
請
求
で
も
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
の
た
め
に
は
『
法
坂
』
と
い
う

奴
を
調
査
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。

訴
状
が
送
達
で
き
な
け
れ
ば
裁
判

は
始
ま
ら
な
い
ん
だ
。
少
な
く
と

も
調
査
費
用
と
着
手
金
で
そ
れ
な

り
の
金
が
か
か
る
。
立
派
な
会
館

を
建
て
た
ば
か
り
の
よ
う
だ
が
、

　

福
岡
は
き
れ
い
な
街
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
建
物
が

次
々
に
完
成
し
て
日
本
で
も
屈
指

の
都
会
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
方
、
古
い
歴
史
を
誇
る
町
の
痕

跡
は
驚
く
ほ
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
ら
の
町
の
記

憶
を
消
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
「
景
観
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
」
と
い
う
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

福
岡
市
都
市
景
観
室
と
私
が
参

加
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ　

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｏ
Ｋ
Ａ
デ
ザ
イ
ン
リ
ー
グ
と
の
共

催
事
業
で
す
。
私
た
ち
都
市
・
建

築
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
と
歴
史
ガ

イ
ド
と
が
共
同

で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
現

地
で
解
説
し
な

が
ら
、
ひ
と
つ

の
エ
リ
ア
を
一

日
か
け
て
歩
く

と
い
う
も
の
で

す
。

　

初
年
は
唐
津

街
道
を
テ
ー
マ

に
、
箱
崎
、
御

供
所
、
冷
泉
、

天
神
な
ど
の
エ

リ
ア
で
実
施
し

ま
し
た
。
箱
崎

に
は
筥
崎
宮
を

は
じ
め
、
宿
場

町
の
痕
跡
と
旧

ま
し
た
。
春
吉
で
は
豊
富
な
歴
史

を
味
わ
う
と
同
時
に
、
柳
橋
連
合

市
場
の
供
現
代
福
岡
僑
を
味
わ
え

ま
し
た
。

　

私
自
身
、
福
岡
・
博
多
の
歴
史

に
精
通
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
活
動
を
通
し

て
、
多
く
の
方
々
か
ら
様
々
な
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
博
多
の

歴
史
の
奥
深
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
大

切
に
す
べ
き
街
の
歴
史
や
景
観
を

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
価
値
へ
の

理
解
を
深
め
て
、
美
し
い
街
で
あ

る
と
同
時
に
歴
史
を
感
じ
る
街
と

し
て
の
整
備
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

帝
国
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
校
舎
群

が
あ
り
ま
す
。

　

御
供
所
に
は
歴
史
的
な
神
社
仏

閣
が
多
く
残
り
、
博
多
の
繁
栄
の

歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
お

き
ゅ
う
と
の
食
文
化
に
触
れ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
天
神
に
も
神
屋

宗
湛
ゆ
か
り
の
茶
屋
を
語
り
継
ぐ

石
庭
が
残
っ
て
い
ま
す
。
名
建
築

だ
っ
た
旧
県
庁
の
痕
跡
、
伊
藤
伝

右
衛
門
の
屋
敷
な
ど
、
歴
史
を
語

り
継
ぐ
も
の
が
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
景
観　

周
年
を
記
念
し

25

た
コ
ー
ス
と
し
て
、
受
賞
物
件
が

集
中
す
る
歴
史
と
現
代
が
同
居
す

る
大
濠
と
、
新
し
い
ま
ち
百
道
浜
、

　

月
に
は
住
吉
・
春
吉
で
も
行
い

11

福
岡
景
観
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

水
野　

宏（
建
築
家
、高　

）
２８

ショート
　　  ショート
　　　　   ストーリー

害 法律相談 害

　

筑
高
卒
業　

年
後
に
、
幹
事
年

30

と
な
り
、
同
期
が
再
び
手
を
取
り

合
う
、
母
校
か
ら
の
素
晴
ら
し
い

贈
り
物
に
感
謝
し
、
さ
ら
に
母
校

を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
改
め
て
、
筑
高
生
で
あ

る
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

（
略
歴
）

平
成　

年
京
都
大
学
法

１０

学
部
卒

平
成　

年
弁
護
士
登
録

１２

平
成　

年
「
弁
護
士
探
偵

２３

物
語　

天
使
の
分
け
前
」

で
「
第　

回
こ
の
ミ
ス
テ

１０

リ
ー
が
す
ご
い
！
大
賞
」

を
受
賞
し
、
平
成　

年
作

２４

家
デ
ビ
ュ
ー

法坂 一広（筆名）　平成４年卒（44回生）

近 
況 
報 
告

   
近
況
１  

「
バ
ハ
レ
ー
ン
に
て
」 

内
山　

勇
太
（
高　

）
３５

　
「
バ
ハ
レ
ー
ン
」と
聞
い
て
地
図

を
見
た
の
は
４
年
前
。
縁
あ
っ
て

中
東
、
湾
岸
、
ア
ラ
ブ
、
ム
ス
リ

ム
の
世
界
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は

８
月
の　

度
を
超
え
る
朝
。
ア
ラ

40

ブ
伝
統
の
白
装
束
を
身
に
纏
う
男

性
、
ア
バ
ヤ
と
呼
ぶ
黒
装
束
の
女

性
。
一
日
５
回
の
お
祈
り
を
告
げ

る
コ
ー
ラ
ン
の
調
べ
が
街
中
に
響

き
渡
る
。
早
朝
の
暗
が
り
に
聴
く

コ
ー
ラ
ン
は
神
々
し
い
。

　

人
々
は
皆
、
英
語
を
操
り
世
界

中
の
情
報
を
集
め
る
一
方
、
何
よ

り
も
家
族
を
大
切
に
思
い
、
絆
を

大
事
に
し
て
い
る
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
今
の
日
本
に
は
ま
ぶ
し
い
。
そ

ん
な
毎
日
が
好
き
な
「
筑
紫
丘
」

出
身
の
自
分
に
気
が
付
い
た
。

   
近
況
3  

「
独
立　

周
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

４７

ル
と　

歳
の
私
」 

４７

永
井　

公
栄
（
高　

）
３５

   
近
況
2  

「
丘
の
青
春
再
び
！
」 

末
吉　

江
津
子
（
高　

）
３５

独
立　

周
年
。
私
が
、
こ
の
国
で

47

生
活
を
始
め
て　

年
に
な
り
ま
す
。

22

日
本
在
住
の　

年
に
近
づ
き
つ
つ

25

あ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
の
発
展
は
め
ま
ぐ
る
し

く
、
国
が
形
造
ら
れ
て
い
く
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
い
く
中
で
、

私
も
家
族
を
つ
く
り
、
言
語
も
慣

習
も
さ
ま
ざ
ま
に
融
合
し
、
日
々

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

日
本
の
友
人
や
思
い
出
に
い
つ
も

支
え
ら
れ
、
勇
気
を
頂
い
て
き
ま

し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
今
年
８
月
に

九州大学工学部本館貴賓室

宗湛ゆかりの石庭（ヒューテック福岡ビル）
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来
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

全
３
回
の
就
活
支
援
は
、「
講

演
会
」「
パ
ネ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」「
座

談
会
」「
模
擬
面
接
」「
Ｅ
Ｓ
添
削
」

な
ど
に
始
ま
り
、
一
般
の
セ
ミ

ナ
ー
と
は
一
線
を
画
す
「
就
活
メ

イ
ク
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ

ク
」
や
、
最
も
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
「
懇
親
会
」
に
至
る
ま
で
内

容
も
多
岐
に
わ
た
り
展
開
を
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
筑
紫
丘
同

窓
生
が
幅
広
い
分
野
で
活
躍
を
修

め
て
い
る
事
の
証
左
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
事
業
を
通
じ
て
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
学
生
か
ら
の

「
筑
高
生
で
良
か
っ
た
」「
来
年
は

私
達
が
内
定
者
と
し
て
後
輩
達
の

支
援
を
し
た
い
」
と
い
う
声
、
社

会
人
か
ら
の
「
こ
う
い
う
形
で
同

安

案

按

闇

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗

暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗

　

平
成　

年
度
の
同
窓
会
の
新
規

２３

事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
就

職
活
動
支
援
事
業
」
の
第
三
弾
が

２
月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１８

　

当
日
、
福
岡
は
数
年
ぶ
り
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
交
通
機
関
も
混

乱
。
学
生
諸
君
に
と
っ
て
も
、
危

機
管
理
の
い
い
勉
強
に
な
る
よ
う

な
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
弾
の
目
玉
は
模
擬
面
接
。

企
業
採
用
担
当
者
や
面
接
指
導
の

プ
ロ
な
ど
を
中
心
と
し
た
社
会
人

と
就
職
活
動
中
の
学
生
が
真
正
面

か
ら
面
接
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、
緊
張
感
と
優
し

さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
か
っ
た
、

し
っ
か
り
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

し
て
い
た
だ
い
て
よ
か
っ
た
と
の

声
が
多
く
、
ま
た
、
社
会
人
か
ら

も
い
い
刺
激
に
な
っ
た
、
今
後
も

協
力
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
学
生

か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広
世
代
の
同

窓
生
に
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
事
業
と
し
て
は
、

２３

今
回
を
も
っ
て
一
旦
終
了
と
し
、

反
省
会
実
施
後
に
今
年
度
の
事
業

計
画
を
立
て
る
予
定
で
す
が
、
学

生
、
社
会
人
双
方
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
等
を
も
と
に
来
年
度

も
よ
り
よ
い
事

業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も

類
を
見
な
い
高

校
同
窓
会
に
よ

る
就
活
支
援
事

業
に
若
干
の
不

安
を
覚
え
な
が

ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、
幅

広
い
年
代
の
同

窓
生
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ

り
初
年
度
と
し

て
は
成
功
を
収

め
る
こ
と
が
出

　

2
月　

日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
を
作

22

成
し
て
い
る
広
報
委
員
の
皆
さ
ん

と
、
当
紙
を
作
成
し
て
い
る
会
報

委
員
の
初
め
て
の
連
絡
会
を
、
南

区
大
橋
の
『
木
曽
路
』
で
な
ご
や

か
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
は
過
去
に
何
度
か

P
T
A
新
聞
広
報
委
員
と

初
の
連
絡
会

表
彰
を
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
が

『
編
集
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
が
毎

年
交
代
し
て
い
く
た
め
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
継
承
す
る
事
が
大
変
』
と
青

柳
広
報
委
員
長
。

　

石
橋
副
委
員
長
か
ら
は
『
同
窓

会
会
報
の
見
出
し
は
わ
か
り
や
す

　旧制筑紫中学校関係の資料を探しています。
　筑紫中学校時代に使用した教材・学用品・服・写真・各種証書などを歴史を語
る資料として保存し、展示することを考えています。ご寄贈いただけるものが
ありましたら、同窓会事務局にご連絡をお願いします。
　（同窓会への連絡先は会報表題の下に記載しています。）

記念館からのお願い

会議テーブル
　このテーブルは筑紫中学校校長室に置
かれていたもので、昭和初期の製作。天板
は寄木となっている。表面の汚れを取る
ため研磨したところ、制作当時の木肌が
蘇ってきた。
    学校移転後も、 昭和４０年代まで校長室
の会議用テーブルとして使用された。

模擬面接に臨む大学生ら

い
』
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
紙
の
松
下
会
報
委
員
長
か
ら

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
が
カ
ラ
ー
刷
り
で

あ
る
た
め
、
写
真
の
撮
り
方
や
紙

由
で
し
た
。

　

今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
是
非
参

考
に
し
、
取
り
入
れ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
大
変
有
意
義
な
ひ

と
と
き
で
し
た
。中山

利
明
（
高　

）
２６

窓
会
が
活
動
す
る
こ
と
に
は
大
き

な
意
味
が
あ
る
」「
現
役
生
へ
の
ア

ピ
ー
ル
に
も
つ
な
が
る
」「
同
窓
会

の
本
来
の
目
的
を
達
す
る
事
業
で

あ
る
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
た
こ

と
で
し
た
。

考古遺物展示収納棚
   この棚は、筑紫中学校創立１０周年記念事業とし
て建てられた記念館郷土室で、考古遺物を展示保
管したものである。
   現在も社会科標本室で考古遺物を収納するのに
使用しているが、
このうち一台を修
復したものである。
   中の考古遺物も
当時収納されてい
たもので、ここに
展示しているのは、
大宰府関係のもの
である。

 衝 　 立 
つい たて

   この衝立は筑紫中学校校
長室に置かれていたもので、
昭和初期の製作。平成１０年代
まで校長室の衝立として使
用された。

記念館収蔵品紹介②

就
職
支
援
す
る
た
め
の
面
接
風
景

就
職
活
動
支
援
事
業

本
校
卒
の
大
学
生
ら
対
象 

　

同
窓
会
を
縦
に
貫
く
事
業
の
一

つ
と
し
て
今
後
も
同
窓
生
の
皆
様

に
は
積
極
的
な
参
加
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

前
川
健
太
（
高　

）
４９

面
で
の
使
い
方
、
色
の
工
夫
な
ど
、

細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
良
い
記
事
の
特
徴
は
ま
ず
結

果
。
経
過
を
そ
の
後
に
持
っ
て
く

る
こ
と
が
肝
要
だ
そ
う
で
、
私
自

身
に
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
か

ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

各
地
の
大
学
へ
進
学
し
て

い
る
大
学
生
か
ら
、
現
在
の

様
子
を
報
告
し
て
欲
し
い
と

の
こ
と
。

　

在
校
生
に
と
っ
て
は
進
路

の
参
考
に
、
大
学
生
に
と
っ

て
も
情
報
発
信
す
る
こ
と
で

就
職
活
動
へ
役
立
つ
よ
う
な

も
の
に
な
れ
ば
們
が
そ
の
理
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数
学
の
教
員
と

し
て
母
校
に
帰
っ

て
き
て
一
年
が

た
っ
た
。
生
徒
た

ち
と
向
き
合
う
中

で
、
ど
の
よ
う
に
授
業
を
行
え
ば

生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
の

か
と
、
試
行
錯
誤
の
毎
日
だ
っ
た
。

　

数
学
に
限
ら
ず
、
学
力
を
伸
ば

す
一
番
の
近
道
は
そ
の
教
科
に
興

味
を
も
つ
こ
と
だ
。
い
く
ら
一
生

懸
命
勉
強
し
て
も
、
そ
の
内
容
に

興
味
が
な
け
れ
ば
、
脳
は
そ
の
情

報
に
負
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
脳

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
落
ち
て
し

ま
う
と
い
う
。

　

私
が
存
学
し
て
い
た
１
９
９
５

年
は
フ
ェ
ル
マ
ー
の
最
終
定
理

『
３
以
上
の
自
然
数
n
に
つ
い
て

x
n＋
ｙ
n

＝z
n

を
満
た
す
よ
う

な
０
で
な
い
自
然
数
の
解
は
存
在

し
な
い
』
が
証
明
さ
れ
た
年
で
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
数
学
の
最
も

難
解
で
最
も
美
し
い
部
分
に
触
れ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
数
学
を
好
き

に
な
っ
て
い
っ
た
気
が
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
一
年
は
日
々
の
教
科

指
導
に
追
わ
れ
、
数
学
の
本
当
の

面
白
さ
を
伝
え
切
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
忸
怩
た
る
思
い
が
残
る
。

　

指
導
法
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
高

校
時
代
の
教
科
書
を
見
直
す
こ
と

も
多
か
っ
た
。
落
書
き
も
多
い
が
、

恩
師
の
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
な

走
り
書
き
も
あ
る
。
中
で
も
、
中

村
一
郎
先
生
の
余
弦
３
倍
角
公
式

の
覚
え
方
は
秀
逸
だ
と
思
う
。

【cos３
θ

＝-３
cosθ+４

cos ３θ

】

『
小
猿
は　

マ
ザ
コ
ン

　

た
だ
し　

コ
ケ
コ
ッ
コ
』

　

高
校
生
の
私
に
は
い
さ
さ
か

シ
ュ
ー
ル
す
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
。

全
く
覚
え
て
は
い
な
か
っ
た
。

（
高　
　

秋
山
晋
一
）

４９

宴座

　

振
り
返
る
と
筑
中
の
頃
の
課
外

活
動
が
、
私
の
一
生
を
支
配
し
た

原
動
力
だ
っ
た
。

　

私
は
異
端
児
で
模
範
生
徒
で
は

な
か
っ
た
。
生
ま
れ
落
ち
る
と
父

を
亡
く
し
、
昭
和
８
年
に
筑
紫
中

学
校
の
入
学
試
験
さ
な
か
に
母
の

死
に
あ
っ
た
。
入
学
の
喜
び
は
、

学
生
帽
を
母
の
霊
前
に
供
え
て
手

を
合
わ
せ
た
の
だ
っ
た
。

　

入
学
す
る
と
生
田
徳
太
郎
校
長

に
「
酒
井
君
、
野
球
部
に
入
り
た

ま
え
」
と
何
度
か
入
部
を
勧
め
ら

れ
た
が
、
運
動
神
経
が
鈍
く
お
断

り
し
た
。

　

講
演
部
（
弁
論
部
）
に
入
り
活

躍
し
た
。
百
武
常
夫
先
生
が
講
演

部
長
（
昭
和
３
―　

年
在
職
）
で

11

後
に
一
年
上
に
東
大
法
学
部
卒
、

満
州
国
の
文
官
高
等
試
験
に
パ
ス

し
た
楠
田
洋
さ
ん
が
い
て
、
リ
ー

ド
さ
れ
た
。
楠
田
―
酒
井
ラ
イ
ン

は
、
北
部
九
州
地
区
で
ベ
ス
ト
３

に
入
っ
て
い
て
「
光
明
を
見
ん
と

せ
ば
」
の
演
題
で
弁
じ
た
。

（
講
演
部
史
に
よ
る
と
昭
和　

年
12

６
月
の
大
会
で
講
演
部
発
足
以
来

十
年
を
経
て
、
初
め
て
三
等
に
入

賞
し
た
）

　

こ
の
時
の
萌
芽
が
、
後
に
憲
法

学
―
国
内
で
は
未
開
拓
の
憲
法
思

想
史
学
の
研
究
に
と
り
か
か
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
九
大
で
の
博
士

論
文
の
第
一
号
だ
。

　

ほ
か
に
美
術
部
に
も
在
籍
し
た
。

小
山
田
熊
吉
先
生
（
昭
和
５
―　
15

年
在
職
）
が
美
術
部
長
だ
っ
た
。

　

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
な
ど
の
デ
ッ
サ
ン

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
。
各
自

　

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
の
沖
縄
古

武
道
と
沖
縄
空
手
の
道
場
で
高
段

者
が
段
位
の
低
い
者
に
対
し
、
先

に
頭
を
さ
げ
て
「
よ
ろ
し
く
頼

む
」
と
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
る
こ

と
に
眞
海
博
之
さ
ん
（
高
１
）
は

瞠
目
し
た
。

　

眞
海
さ
ん
は
福
岡
市
南
区
若
久

で
沖
縄
古
武
道
と
沖
縄
空
手
を
教

え
る
福
岡
拳
眞
館
の
道
場
主
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
も
と
も
と
柔
道
や

合
気
道
な
ど
日
本
の
武
道
が
盛
ん

な
風
土
で
、
興
味
を
惹
か
れ
、
日

仏
学
院
で
会
話
を
マ
ス
タ
ー
し
た
。

　

渡
仏
し
て
パ
リ

と
ボ
ル
ド
ー
で
道

場
を
持
つ
二
人
の

フ
ラ
ン
ス
人
と
知

己
を
得
て
、
紐
帯

を
強
く
し
た
。
何

回
も
行
く
う
ち
に
、

道
場
で
稽
古
の
相

手
を
つ
と
め
る
。

パ
リ
の
空
手
人
口

が
約
４
万
人
、
古

武
道
も
２
万
３
千

人
に
の
ぼ
る
と
い

わ
れ
、
ヒ
ン
タ
ー

の
家
で
描
い
た
作
品
を
持
ち
寄
り

合
評
、
採
点
し
て
序
列
の
結
果
を

出
し
た
。
私
が
が
っ
か
り
し
て
跡

片
付
け
を
し
て
い
る
と
、
小
山
田

先
生
が
「
僕
の
見
た
目
だ
と
、
君

の
作
品
が
一
番
優
れ
て
い
る
。
み

ん
な
の
眼
力
が
ま
だ
未
熟
な
の
だ

が
君
の
色
彩
感
覚
は
教
師
の
僕
よ

り
も
鋭
い
。
こ
れ
だ
と
上
野
の
美

術
学
校
に
パ
ス
す
る
よ
」
と
励
ま

さ
れ
た
。

課
外
活
動
が
一
生
の
原
動
力

酒
井
さ
ん（
中
7
）弁
論
で
万
丈
の
気
を
は
く

憲
法
思
想
史
学
の
研
究

　

ル
ノ
ワ
ー
ル
や
セ
ザ
ン
ヌ
、

ゴ
ッ
ホ
な
ど
の
印
象
派
に
ひ
か
れ

た
が
、
こ
の
道
に
進
む
の
は
断
念

し
た
。

　

ほ
か
に
造
園
学
や
陶
芸
の
分
野

に
も
造
詣
を
深
め
た
。

酒
井 
吉  
栄 
（
中
７
）

よ
し 
ひ
で

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

　

酒
井
さ
ん
は
九
州
大
法
学
部
卒

で
、　

年
間
愛
知
大
に
つ
と
め
た

41

著
名
な
法
学
者
。
う
ち　

年
間
九

20

国
際
的
な
彩
り
の
中
に

眞
海
さ
ん（
高
１
）古
武
道
な
ど

パ
リ
・
ボ
ル
ド
ー
の
道
場
と
提
携

ラ
ン
ド
（
後
背
地
）
の
広
さ
に
驚

く
。

　

ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ヤ
の
青
年
が
、

砂
鉄
が
磁
石
に
よ
っ
て
吸
い
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
パ
リ
へ
集
ま
っ
て

い
た
。
パ
リ
や
ボ
ル
ド
ー
の
道
場

主
が
生
徒
た
ち
を
連
れ
て
何
回
も

拳
眞
館
を
訪
ね
練
習
に
励
む
な
ど

一
衣
帯
水
の
交
わ
り
を
重
ね
る
。

　

一
方
、
眞
海
さ
ん
は
、　

年
前

47

に
畳
百
畳
敷
き
の
拳
眞
館
を
建
て

る
ま
で
、
夜
間
に
学
校
の
体
育
館

や
公
民
館
を
借
り
て
練
習
を
。

　

現
在
小
、
中
学
生
が
五
十
数
人
。

ほ
か
に
一
般
者
の
中
で
異
色
の
存

在
な
の
は
、
九
州
大
で
応
用
力
学

を
専
門
に
研
究
を
続
け
る
女
性
の

研
究
者
。
最
高
齢
者
に
は
眞
海
さ

ん
と
同
年
の
八
十
歳
紳
士
が
、
凛

と
し
年
輪
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

大
谷
希
幸
（
中　

）
18

小学生一人一人に沖縄空手を教える眞海さん

た
は
グ
ル
ー
プ
」
に
対
し
て
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。
私
は
愛
知
県

ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
推
薦
で
選
考
さ

れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

旧
制
筑
中
時
代
の
日
本
は
戦
争

ま
っ
た
だ
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
ほ

と
ん
ど
で
き
な
い
時
代
で
し
た
。

筑
中
を
卒
業
し
旧
制
佐
賀
高
校
に

進
学
し
て
も
、
直
ち
に
長
崎
県
の

川
棚
海
軍
工
廠
に
動
員
さ
れ
、
兵

器
製
造
に
従
事
。
そ
の
年
の
８
月

９
日
に
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

そ
の
夕
刻
に
は
長
崎
市
に
移
動
、

翌
早
朝
か
ら
終
戦
の
８
月　

日
ま

15

で
、
犠
牲
者
の
救
援
に
当
た
り
ま

し
た
。
そ
の
間
に
受
け
た
放
射
線

は
相
当
な
量
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

９
月
末
に
は
通
常
の
授
業
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
放
射
線
の
影
響

か
、
激
し
い
下
痢
と
半
身
の
皮
膚

の
爛
れ
で
、
学
校
を
休
ま
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
敗

戦
に
よ
る
食
料
や
生
活
物
資
の
乏

し
い
時
期
に
、
友
人
に
勧
め
ら
れ

て
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
３
年
間
は
熱
中
。
旧
制
九
大

に
進
学
し
て
も
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所

属
し
、
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
愛
知
県
に
奉
職
。

名
古
屋
の
と
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
倶
楽

部
に
所
属
し
て
続
け
ま
し
た
が
、

勤
務
の
都
合
で
長
時
間
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
ラ

グ
ビ
ー
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
、
新
し
く
倶
楽
部
を
創
設
、
選

手
兼
監
督
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
　

歳
を
超
え
、
監
督
専
任
と
同

50
時
に
他
の
倶
楽
部
に
も
所
属
し
て
、

今
日
ま
で
練
習
や
年
代
別
の
試
合

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
現
在　

歳
。

85

長
い
年
月
ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
た
お

か
げ
で
、
今

回
の
賞
を
頂

い
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

授
賞
式
は

昨
年　

月
、

10

山
口
国
体
開

会
日
に
湯
田

温
泉
で
行
わ

れ
、
賞
状
と
楯
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
式
終
了
後
に
は
、
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
に
紹
介
さ
れ
、
私
も
天

皇
陛
下
か
ら
「
体
を
大
切
に
」
と

の
お
言
葉
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
光

栄
な
こ
と
で
し
た
。
ま
た
受
賞
者

は
付
添
人
２
人
と
出
席
す
る
た
め
、

私
と
妻
は
、
こ
の
上
な
い
感
動
を

受
け
ま
し
た
。

　

私
の
筑
中
時
代
は
戦
争
時
代
で
、

勉
学
の
時
間
も
極
端
に
制
限
さ
れ

ま
し
た
が
、
先
生
方
は
寸
暇
を
惜

し
ん
で
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
不
屈
と
継
続
の
精
神
を
授
け

ら
れ
た
も
の
と
、
後
々
に
な
っ
て

気
付
き
、
そ
れ
が
ラ
グ
ビ
ー
を
継

続
で
き
、
今
回
の
栄
誉
あ
る
賞
を

頂
い
た
大
き
な
要
因
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

不
屈
と
継
続
の
精
神
は
筑
紫
丘

高
校
に
も
受
け
継
が
れ
、
今
日
の

輝
か
し
い
発
展
に
繫
が
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
て
、
受
賞
の
報
告
と
し
ま
す
。

「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
」受
賞

不
屈
と
継
続
の
精
神
で 

浅
山　

清（
中　

）
１４

2008.10.5.
伊勢神宮惑大会（伊勢G）　81歳

大
で
非
常
勤
講
師
を
。
北
京
大
客

員
教
授
。
筑
紫
郡
那
珂
川
町
山
田

伏
見
神
社
宮
司
の
家
の
出
。

大
谷
希
幸
（
中　

）
18

　

こ
の
た
び
、
日
本
体
育
協
会
よ

り
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ

リ
」
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
「
永
年

に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
す
る

と
と
も
に
、
広
く
国
民
に
感
動
や

勇
気
を
与
え
、
顕
著
な
功
績
を
あ

げ
ら
れ
た
中
高
年
齢
層
の
個
人
ま

60歳以上の東海道ラグビー大会（トヨタG）　2008

前列左４人目：浅山83歳

世界大会遠征のわがチーム　米国サンディエゴ　2005

前列右３人目：浅山80歳
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平成２３年度　同窓会積立金収支決算報告書
　　（単位　円）収入の部

説　　　明差引過不足額決 算 額予 算 額科 目
　040,254,71440,254,714前年度繰越金
同窓会費会計から受け入れ01,000,0001,000,000繰 入 金
預金利息等798,938814,22415,286雑 収 入

798,93842,068,93841,270,000計
支出の部

説　　　明差引過不足額決 算 額予 算 額科 目
202,03118,597,96918,800,000資料室建設等費

工事費・監理費・映像システム等993,41813,506,58214,500,000建設関連費
展示ケース製作・テーブル等再生・展示パネル製作・運搬費△791,3875,091,3874,300,000資料整理費

202,03118,597,96918,800,000計
収入額42,068,938円－支出額18,597,969円＝差し引き残額23,470,969円
残金23,470,969円は平成24年度会計への繰越金として、福岡銀行大橋支店へ預金中
上記のとおり決算報告いたします。
　　　　平成24年3月31日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　田　中　義　明　印
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。
　　　　平成24年4月13日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦　印
監査　渡　辺　　　朗　印

上記決算報告は、平成24年5月11日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　　平成24年6月2日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印

平成２４年度　同窓会費収支予算書
（単位　円）収入の部

説　　　明比較増減額前年度予算額本年度予算額科 目
123,4543,222,6333,346,087前年度繰越金

月会費@700×1,318名×12月　入会金@10,000×440名352,80015,118,40015,471,200会 費
預金利息7463,9674,713雑 収 入

477,00018,345,00018,822,000計
支出の部

説　　　明比較増減額前年度予算額本年度予算額科 目
537,0007,680,0008,217,000総 務 費

役員会、常任幹事会、各種委員会0800,000800,000会 議 費
事務局長、事務局員等手当02,900,0002,900,000人 件 費
役員会、常任幹事会、支部総会等出席旅費01,130,0001,130,000旅 費
各支部・各回期総会・学校行事等祝儀01,000,0001,000,000渉 外 費
金庫・事務用ソフト等0450,000450,000備 品 費
光熱水費、電話代、郵送料、消耗品他△400,0001,400,0001,000,000需 用 費
システム保守・ホームページ管理・印刷機保守等937,0000937,000保守管理費

770,0007,820,0008,590,000事 業 費
各支部・各回期等育成120,0003,080,0003,200,000育 成 費
会報編集経費、会報印刷費等0740,000740,000広 報 費
卒業記念品・長寿記念品他200,000800,0001,000,000慶 弔 費
定期総会運営費0700,000700,000定期総会費
学校及び在校生応援費02,500,0002,500,000学校応援費
記念館資料の整理（写真撮影・展示・保存）450,0000450,000資料整理費

500,0001,000,0001,500,000積 立 金
積立金会計へ繰り出し500,0001,000,0001,500,000積 立 金

△1,330,0001,845,000515,000予 備 費
△1,330,0001,845,000515,000予 備 費
477,00018,345,00018,822,000計

上記のとおり提案いたします。
　　　　平成24年5月11日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印
上記予算書は、平成24年5月11日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　　平成24年6月2日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印

平成２４年度　同窓会積立金収支予算書
　　（単位　円）収入の部

説　　　明比較増減額前年度予算額本年度予算額科 目
前年度積立金△16,783,74540,254,71423,470,969積 立 金
同窓会費会計から 1,500,000円500,0001,000,0001,500,000繰 入 金
預金利息△11,25515,2864,031雑 収 入

△16,295,00041,270,00024,975,000計

24,975,000円を同窓会積立金として積み立てます。
上記のとおり提案いたします。
　　　　平成24年5月11日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印
上記予算は、平成24年5月11日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　　平成24年6月2日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印

平成２３年度　同窓会費収支決算報告書
（単位　円）収入の部

説　　　明差引過不足額決 算 額予 算 額科 目
０3,２２２,６３３3,222,633前年度繰越金
入会金＠10,000×437名・会費＠700×15,222名△93,00015,025,40015,118,400会 費
預金利息△3,1258423,967雑 収 入

△96,12518,248,87518,345,000計

支出の部
説　　　明差引過不足額決 算 額予 算 額科 目

1,308,2866,371,7147,680,000総 務 費
役員会・常任幹事会・各委員会等241,591558,409800,000会 議 費
事務局長・事務局員等手当37,0002,863,0002,900,000人 件 費
役員会・常任幹事会・支部総会等出席・各委員会出席旅費205,300924,7001,130,000旅 費
各支部・各回期総会等祝儀、行事出席祝儀等350,000650,0001,000,000渉 外 費
会計ソフトシステム・ビデオプロゼクター155,542294,458450,000備 品 費
光熱費・電話・ホームページメンテナンス・消耗品等318,8531,081,1471,400,000需 用 費

1,329,7116,490,2897,820,000事 業 費
支部・各回育成・総会当番回・アンダーの会・ゴルフコンペ882,9252,197,0753,080,000育 成 費
会報編集・会報印刷・会報送料207,363532,637740,000広 報 費
長寿記念品・卒業記念品・弔事・転退職記念品料239,423560,577800,000慶 弔 費
定期総会運営費0700,000700,000定期総会費
教育支援・社会人講演会・スクールカウンセラー・施設整備費等02,500,0002,500,000学校応援費
01,000,0001,000,000積 立 金
積立金会計へ繰り出し01,000,0001,000,000積 立 金

804,2151,040,7851,845,000予 備 費
東日本大震災義援金・記念館落成式関係経費804,2151,040,7851,845,000予 備 費

3,442,21214,902,78818,345,000計
収入額18,248,875円－支出額14,902,788円＝差し引き残額3,346,087円
残金3,346,087円は平成24年度会計への繰越金として、福岡銀行大橋支店並びにゆうちょ銀行へ預金中
上記のとおり決算報告いたします。
　　　　平成24年3月31日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　田　中　義　明　印
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。
　　　　平成24年4月13日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦　印
監査　渡　辺　　　朗　印

上記決算報告は、平成24年5月11日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　　平成24年6月2日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印

平成２３年度　教育支援基金収支決算報告書
　　（単位　円）収入の部

説　　　明決 算 額科 目
　0前年度繰越金
69件1,015,211募 金

1,015,211計
支出の部

説　　　明決 算 額科 目
200,000教育支援金

教育支援基金として教育援助実行委員会へ200,000教育支援金
8,620事 務 費

振込用紙印字サービス料3,200円、振込手数料5,420円8,620事 務 費
208,620計

収入額1,015,211円－支出額208,620円＝差し引き残額806,591円
残金806,591円は平成24年度会計への繰越金として、ゆうちょ銀行へ預金中
上記のとおり決算報告いたします。
　　　　平成24年3月31日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　田　中　義　明　印
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。
　　　　平成24年4月13日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦　印
監査　渡　辺　　　朗　印

上記決算報告は、平成24年5月11日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　　平成24年6月2日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印

平成23年度　同窓会活動記録（本部・各委員会・学校行事関係）
場所会合名日付場所会合名日付

小郡カンツリー倶楽部第２０回筑中・筑高ゴルフ大会23.10.19会議室三役会23.　4　.　3　
会議室・記念館記念館お祓い23.11.　2　講堂入学式23.　4　.　7　
記念館・視聴覚教室記念館落成式23.11.　5　会議室第1回会報委員会23.　4　.　8　
会議室第3回会報委員会23.11.18会議室組織検討委員会23.　4　.11
C会議室学校評議員会23.11.21会議室会計監査23.　4　.15
筑心堂第2回就活支援事業23.11.26木曽路大橋店第1回役員会23.　4　.20
会議室IT委員会23.11.28会議室組織検討委員会23.　4　.20
会議室初任者研修23.11.30ソラリア西鉄ホテル筑友会歓送迎会23.　4　.22
会議室定期総会監査23.11.30会議室三役会23.　5　.11
会議室第4回役員会23.12.　7　会議室第2回役員会23.　5　.11
会議室第1回役員選考委員会23.12.14校内翔丘祭（文化祭）23.5.27～28

大名やぶれかぶれ・大橋別館三役会23.12.28大名やぶれかぶれ・大橋別館組織検討委員会23.　6　.　1　
C会議室教育援助実行委員会24.　1　.20ホテルニューオータニ博多第1回支部長連絡会23.　6　.　4　
会議室第2回役員選考委員会24.　1　.27ホテルニューオータニ博多定期総会23.　6　.　4　
大名やぶれかぶれ・大橋別館第3回役員選考委員会24.　2　.　6　C会議室教育援助実行委員会23.　6　.24
会議室第4回会報委員会24.　2　.13A会議室学校評議員会23.　7　.11
グリーンカレッジ第3回就活支援事業24.　2　.18会議室第3回役員会23.　7　.20
木曽路大橋店第5回会報委員会24.　2　.22資料室資料室完了検査23.　7　.29
C会議室学校評議員会24.　2　.27東京支部対応2年生東京研修（123名参加）23.　8　.　2　
講堂同窓会入会式24.　2　.29大名やぶれかぶれ・大橋別館丘上会役員会23.　9　.　8　
講堂第６４回卒業式24.　3　.　1　学校運動会23.　9　.10
会議室第5回役員会24.　3　.16会議室第2回会報委員会23.10.　5　
大名やぶれかぶれ・大橋別館新旧役員連絡会24.　3　.21筑心堂第1回就活支援事業23.10.15

ガーデンパレス丘上会23.10.27

（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
出席人数場所会合名日付出席人数場所会合名日付
32人若宮ゴルフクラブ高18回同窓会23.11.　6　45人イビサルテおかフォー会23.　4　.28
59人福新楼イレブン会（高11回）同窓会23.11.12学校食堂剣道部OB会主催剣道部員歓迎会23.　4　.29
49人福岡ガーデンパレス一九会（高2回）同窓会23.11.18学校グランドラグビーフェスティバル23.　4　.29
53人八仙閣丘ふみ会（高23回）同窓会23.11.1929人阿蘇プラザホテル二八回（高5回）喜寿記念同窓会23.5.15～16

27人小倉リーセントホテル北九州支部総会23.11.1931人大東園定時制部同窓会23.　5　.18
43人KIRIN SOW-SOW丘六会23.11.2334人佐世保  ホテル万松楼三八回（高１５回）同窓会23.5.25～26

60人筑心堂第2回就活支援事業23.11.2626人セントラルホテルフクオカ高4回23.　6　.11
6人平和楼中学１３回同窓会23.12.　3　23人熊本 那由多熊本支部総会23.　6　.11
8人大東園丘友会23.12.　9　70人平和楼本店筑紫会（福岡市役所）23.　7　.　4　
30人みやもと高２１回同窓会23.12.1540人八仙閣県警筑高会23.　7　.16
40人夜須高原カントリー・

手羽屋福岡本店高29回同窓会23.12.2312人匯満楼校内同窓会23.　7　.22
30人平和楼高31回23.12.3040人ディキシー丘仁志会（高24回）同窓会23.　8　.12
61人天神テルラホール高36回同窓会23.12.3052人ホテルニューオータニ博多高４０回同窓会23.　8　.13
49人三信ホール高35回同窓会（校内ミニツアー）24.　1　.　2　11人パドドウ・ル・コトブキ筑豊支部23.　8　.27
40人中華はっちゃん高37回同窓会24.　1　.　2　49人福岡リーセントホテル光燦会（高3回）同窓会23.　9　.15
115人GRANDA SUITE高52回同窓会24.　1　.　2　12人大東園丘友会23.　9　.30
293人西鉄グランドホテル高60回同窓会24.　1　.　3　28人唐津  魚半道祖会（中１８・高1）23.10.13
15人柔道場・中華はっちゃん柔道部OB会24.　1　.　3　62人筑心堂就活支援事業23.10.15
22人福新楼筑高三九会（高16回）24.　1　.14286人目黒雅叙園東京支部総会23.10.22
46人グリーンカレッジ第3回就活支援事業24.　2　.1865人ホテルグランピア大阪関西支部総会23.10.22
22人地鶏園大野城市役所同窓会24.　2　.2054人六峰館高１３回古希同窓会23.10.23～24

116人天神テルラホールアンダー３５24.　2　.2580人嬉野温泉・和楽園サンザン会（高10回）23.10.25～26

16人木曽路大橋店事務職員筑友会24.　3　.　7　15人福新楼充志会（中14回）23.10.29
100人ホテルニューオータニ博多高２２回還暦同窓会24.　3　.1731人大川 ホテルロイヤルパー

クアルカディアリゾート高12会23.11.2～3

平成23年度　各支部・各回等同窓会開催記録

平成２４年度　教育支援基金予算書
　　（単位　円）収入の部

説　　　明本年度予算額科 目
前年度繰越金806,591教育支援基金

1,000,000募 金
預金利息3,409雑 収 入

1,810,000計
支出の部

説　　　明本年度予算額科 目
振込手数料等30,000事 務 費

30,000計
収入予定額1,810,000円－支出予定額30,000円＝差引1,780,000円を教育支援基金として積み立てます。
　なお、母校から教育支援の要請を受け、妥当と認めた時は教育支援基金を取り崩して支出し、その結
果を常任幹事会に報告をいたします。
上記のとおり提案いたします。
　　　　平成24年5月11日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印
上記予算は、平成24年5月11日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　　平成24年6月2日

福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔　印


